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保護者がほしい情報は「卒業生の詳細な就職率、就職先」。
5割強の保護者が情報提供はあったが十分ではないと感じている。

❺ 大学からの情報提供のニーズと現状
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図5-1　大学から提供してほしいと思う情報（全体・父母別）

Q
お子様が通っている大学から提供
してほしいと思う情報はどれです
か。（複数回答）
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図5-2　大学からの情報提供（全体）

Q
お子様が通っている大学から今ま
で十分な情報が提供されてきまし
たか。

注）サンプル数は図5-1・5-2とも6,000名。うち父親3,000名、母親3,000名。
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保護者対象の説明会の利用は、「就職説明会」「就職説明会以外の説明会」の
いずれも1割程度。

❻ 保護者が利用・参加している大学のサービス・イベント
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就職説明会以外の保護者対象の説明会
（授業の内容、教員の紹介など）

保護者が子どもの出席状況を
確認する仕組み

保護者による、サークル活動や
部活動への援助・応援など

就職課やキャリアセンターなど、
就職に詳しい職員との面談

入学式

保護者宛てに送られてくる大学の広報誌

保護者が子どもの成績を確認する仕組み

学園祭

卒業式

保護者対象の就職説明会

指導教員との個別面談

公開講座

保護者による後援会組織の活動

生協食堂のミールカード利用履歴の閲覧

寮の管理者など、生活を知る人との面談

保護者専用の相談窓口やホットライン

その他

あてはまるものはない
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図6-1　保護者が参加･利用した大学サービス・イベント（4年生の保護者・父母別）

Q 次にあげる大学の取り組みのなかで、実際にあなたご自身が参加したり利用したりした
ものがあれば、全てお選びください。

父母別にみると、母親の方が大学のサービス・イベントの利用・参加率が高い。「入学式」には母親
の6割が出席し、「学園祭」には母親の4人に1人（25.2%）が参加している。一方、父親の4割は「あ
てはまるものはない」と回答しており、大学との直接的な接点はもっていないようである。
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子どもに奨学金の検討または申請をさせたのは、子どもが一人暮らしまた
は寮生活をしている家庭で5割弱、自宅通学の家庭で3割。

❼ 経済的負担の状況
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子どもに奨学金の検討を
させたり申請させたりした

節約をするようになった

貯蓄をとりくずした

家計の見直しを行った

子どもにアルバイトをさせた

教育ローンを調達した

この中であてはまるものはない

あなたや配偶者の
親（子どもの祖父母）から

援助を受けた

あなたや配偶者が
就職・転職をした

（パート・アルバイト含む）

子どものきょうだいが、
進学をあきらめたり

志望校を変更したりした
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図7-1　子どもの大学進学決定後の学費・生活費の工面（子どもの居住形態別×設置者別）

Q
お子様の大学進学が決まってから今までの間に、お子様の学費や生活費を工面するた
めにあなたやご家族は次のようなことをしましたか。あてはまるものを全て選んでくだ
さい。

注）「同居（自宅通学）」「一人暮らしまたは寮」以外は省略している。

経済的負担の状況を子どもの居住形態別にみると、「同居」に比べて、子どもが「一人暮らしまた
は寮」の方が「節約をするようになった」「子どもに奨学金の検討をさせたり申請させたりした」
「貯蓄をとりくずした」が10ポイント以上高い。子どもの大学の設置者別にみると、国立大学の
負担が若干少なくなっている項目が多く、「この中であてはまるものはない」の選択率をみて
も、国立大学で「同居」の場合に33.5％と最も高く、お金の工面の必要性のない家庭が相対的に
多いものと思われる。

同居（自宅通学） 一人暮らしまたは寮


